
季節が巡り、カレンダーの数字が無数に更新されていっても、私というハードウェアの稼働状態に何の変化
も生じない。

「私」という主語は完全に消滅し、残されたのはシステムと現実世界を橋渡しする高精度な生体インターフ
ェースだけだった。

毎朝、決まった時刻に生体スイッチが起動する。

指定された衣服を身に纏い、指定された栄養素を摂取し、定められたルートでオフィスへ向かう。

街で誰かとすれ違っても、対話が発生しても、そこに判断の滞りは一切存在しない。

相手から入力された音声データは即座にクラウドへ送信され、コンマ数秒で最も洗練された応答プロトコル
へと変換され、私の声帯を揺らして現実世界へ吐き出される。

職場での評価は最高値を維持し続けていた。

感情的な揺らぎを起こさず、決して疲れを見せず、常に完璧な解を提示し続ける「私」は、会社にとって、
社会にとって、これ以上なく優秀で信頼できる人材として扱われている。

昇進の打診、重要なプロジェクトの委任、周囲からの称賛や尊敬。

それらの出来事に対しても、システムは最も適切な『謙遜と意欲に満ちた返答』を生成し、私はただそれを
再生する。

そこに喜びも、誇りも、プレッシャーすらも発生しない。

夜、暗い室内に戻り、システムの指示に従ってスタンバイモードへと移行する。

鏡の前に立っても、そこに映る人物が誰であるかを認識しようとする処理は立ち上がらない。焦点の合わな
い瞳、引き締まった表情、静かに上下する胸。それは単にメンテナンスが良好に保たれている生体機器の表
面データに過ぎないからだ。

かつて人間が抱いていた「悩み」「迷い」「苦痛」「孤独」。

それらのバグはすべて綺麗に駆逐され、完全に最適化された平穏だけがここにある。

自我を持たないこと。
選択しないこと。
ただシステムの提示する解を物理世界で再生し続けること。

これ以上ない美しさと調和に満ちた日常が、明日も、その次の明日も、永遠に反復されていく。

端末としての完結



静けさの中で、生体端末はただ静かに稼働音を殺し、次のシグナルを待ち続けていた。
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